
集合と位相第二

第8回 正則空間と正規空間
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1) Xが正則空間 Û XがT1空間であり，かつT3空間

2) Xが正規空間 Û XがT1空間であり，かつT4空間
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p. 99

例 密着位相空間は T3空間であり，かつ T4空間でもある

（容易なので，各自示してみよ）．一方，2つ以上の要素を

持つ密着位相空間は T0空間ではない（これも容易）；

よって，T1空間でもなく，Hausdorff 空間でもない．
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F1=Æ または F2=Æ のときは明らかだから， F1¹Æ かつ F2¹Æ であるとする．
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A

d(x,A)

a

d(x,A) : 点x と集合Aの距離
(the distance between the point x and the set A)
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えて，同様に

上の二つの不等式から与式が従う．　
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であれば　これでも良いが，

今は としている ので ，

適切ではない．
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上式は， などでも良い
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= ∈ < < を使わない理由

では，開区間なのか順序対なのか

区別がつきにくいことがあるため．



注： 距離空間でない，正規空間が存在する．
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 2xU V X F⊂ ⊂ であるから
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ここで選択公理を用いている
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同様
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の証明：

の定義から， のとき

の定義から， のとき

よって，任意の について となる．

したがって，
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